










氏 名 永 井 靖 郎)
なが い やす ろう
学 位 の 種 類 工 学 博 士
学 位 記 番 号 論 工 博 第 292 号
学位授与の日付 昭 和 44 年 7 月 23 日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
学位論文題 目 遊水調節池計画に関する研究
(主 査)
論文調査 委員 教 授 岩 佐 義 朗 教 授 石原藤次郎 教 授 芦 田 和 男
論 文 内 容 の 要 旨
高水処理の実際的方法として, 洪水調節池による調節,河道自体による処理,遊水調節池によるものなど
がある｡ この論文は, これらの処理法のうち, 遊水調節池による高水処理を取扱い, その計画設計法を体
系的に論ずるとともに, 調節機能と役割の評価を明確にしたものであり, 3編12童から成り立っている｡
第 1編は高水処理計画における遊水調節池の機能と役割を論じたものである｡
まず第1, 2茸においては, ｢高水｣, ｢災害 ･安全｣, ｢事業｣ の各要素から構成される高水処理を洪水






第 2 編は遊水調節池による高水処理計画の機能設計法を体系化し, それにもとづく設計手段を論じたも
のでる｡
第 1章では遊水調節池を, その数と配置, 流入施設の数とその水理機能, 各湛水池の作動法, ならびに
それらの役割によって分類し, おのおのの特徴を明らかにした｡
こうしてえられた基本的特性を抽出した遊水調節池の計画設計法の体系化が第 2 章において論じられて
いる｡ すなわち, 基本方針を, 計画案とその機能解析, 調節池の建設による水系計画の変化の解折, 及び
水系計画の変化に対する定量評価の三つに大別し, それぞれの系内における計画設計法の体系化とそれら
の基本方針に反映される成果を河川工学的に明らかにした ｡とくに遊水調節池計画の実態から計画設計法





第4 章は上述の基本解析のシステムを具体的に解析する手段を詳細に取扱っものであり, 対 象高水 解
柿,機能解析,高水の安全評価および比較解析に分けて示している｡対象高水解析では,第 1編でえられた








第 5 章は, 基本解析で除外された関連諸問題の検討を基本解析の成果に加え, より実際的かつ高度の立
場から考察すべき諸要素の河川工学的総合検討を論述したものである｡ すなわち, 総合検討の要因として
基本解析, 高水処理上の問題点, その他の関連事項に大別し, そのおのおのの構成要素について計画設計
法より検討すべきチェックリストを作成している｡
第 3 編は第 1 , 2 編で考察された遊水調節池計画設計法の利根川水系渡良瀬調節池- の適用とその成果
を論じたものである｡
まず第 1章において, 渡良瀬調節池の必要性と計画設計上の特色を明らかにし, 実施に当っての基本的
態度を示した｡




第 3 , 4 葦はこれらの設計条件量を用いて具体的に行なった基本解析, 総合検討と最終決定に至る経過
を述べたものである｡ 設計条件量より想定される多くの設計案のうち, 代表的な四つの設計案 を取 りあ
げ, 機能解析, 高水の安全評価およ比較解析をすすめ, それらの成果を参考として総合検討を行なった｡
とのような過程を経て最終的に決定された計画案は, その機能解析の結果, 対象高水に対して各湛水池が
均衡して作動するすぐれたものであることが示されている｡
論 文 審 査 の 席 異 の 要 旨







系化し, その機能設計法の作業系列を示すとともに, 計画設計案の評価法を対象高水の水理解析, 調節池






(2) 各種遊水調節池を比較検討することによって, その基本的特性を抽出し, 遊水調節池の計画設計法
を体系化した｡ すなわち, 計画設計に重大な影響を及ぼす構成要素は, 設計対象量の設定, 計画案による
高水調節機能の解明, 高水処理能力の変化に対する評価法であることを実証し, これらの解析作業系列を
基本解析として表現した｡ これは, 遊水調節池の水工計画学的解析法を与える重要な結論であって, この
研究でえられたもっとも大きな成果といえよう｡




よって行なわれることを示した｡ 安全性の評価は, 計量化されえない多くの要素を含んでおり, なお今後
の研究にまつべきところも多いが, 基本解析の体系化における重要な結論であって, この研究のいま一つ
の大きな成果である｡
(4) 遊水調節池を実際に計画設計するに当っては, なお多くの関連諸問題が残されており, それらのお
のおのについて十分な考慮が払われなければならない｡ 著者はこれらの取扱いを総合検討として分類 し
た｡ すなわち, 基本解析, 高水処理上の問題点, その他の関連事項に含まれる諸要素を, 水工計画学, 河








学術上 実際上寄与するところが少なくない｡ よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるもの
と認める｡
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